
 令和８年度「文化・芸術事業補助金」交付申請時の注意事項  

 
この補助金は、文化・芸術に関する事業に対し補助するもので、団体等の運営に係

る経費は補助対象外です。次の注意事項を熟読の上、補助金の交付申請を行ってくだ

さい。 

 
１ 補助対象事業用の出納簿の作成について 

〇団体運営のための会計とは別に、補助対象事業の収支がわかるように記載し 

てください。 

〇補助金の交付申請時には、出納簿の写しも添付してください。 

 

２ 収支決算書の記入について 
（１）「収入の部」について 

○入場料収入がある場合 

・内訳欄に「入場料金×販売枚数」を記載してください。 

○機関紙等の販売収入がある場合 

・内訳欄に「販売単価×販売部数（冊数）」を記載してください。 

○他の団体等からも補助金を受けている場合 

・その他補助金として必ず計上してください。 

 

（２）「支出の部」について 

    ○３ページ及び４ページを参考に執行してください。 

 

３  補助金申請時の注意点について 
（１）交付申請期限について 

○「事業終了後３か月以内または令和 9 年３月 10 日（水）のいずれか早い期 

日まで」に交付申請書を提出してください。 

申請期限を経過した場合は、補助金は交付できません。 

〇様式は、都城市ホームページからダウンロードできます。 

〇補助金等交付申請書作成については、５ページの記入例を参考に作成して 

ください。 

 

（２）事業実績書の記入について 

〇「実施期間」欄には、年度に関わらず１年間を上限に、事業を開始した日 

から事業が完了した日までの期間を記入してください。実施期間外に支出

された経費は、補助対象経費となりません。 

〇「実施スケジュール」欄は実施期間に応じた活動内容を記入してください。 

    ○提出書類は、Ａ４サイズで統一してください。   

    〇様式は、都城市ホームページからダウンロードできます。 

〇事業実績書等作成については、６ページ及び７ページ記入例を参考に作成 

してください。 
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（３）補助金の額について 

〇交付される補助金は、交付団体指定通知に記載の「補助上限額」を限度に、 

収支決算書の「補助対象経費」から収入を差し引いた自己負担金の２分の 

１（千円未満切捨て）を補助します。 

ただし、自己負担金が１０万円を下回った場合、補助金は交付されません。 

    〇諸事情により、事業中止又は事業規模縮小等する場合は、必ずご連絡くだ 

さい。 

 

（４）領収書等について 

○領収書、納品書・請求書等は、コピーを提出してください。 

   領収書をコピーする際は、内容や印影がはっきり確認できるようにコピー 

   してください。 

  〇領収書等の宛名は補助を受ける団体名を記載してください。 

  〇会場使用料等は、使用日の確認が必要です。領収書で確認できない場合は、 

別途明細書（請求書や納入通知書）を添付してください。 

〇印影が不鮮明であったり、内容が確認できない場合は、差替えをお願いし 

ます。 

    ○その他、刊行物、パンフレット、チラシ等がありましたら、添付してくだ 

さい。 
 

４  その他の事項 
 

（１）文化・芸術事業補助金の周知について 

事業のチラシ・パンフレット等を作成する場合、市補助金を受けている旨 

を記載してください。 

補助金名：都城市文化・芸術事業補助金（都城市文化芸術振興補助金） 

 

  （２）証拠書類等の保管について 

この補助金は市の監査対象となります。 

全ての領収書原本等の証拠書類、帳簿、預金通帳は、事業終了の翌年度か 

ら起算して１０年間は保存してください。 

     なお、監査等で不正が判明した場合は、補助金を返還していただく場合が 

あります。 

 

（３）請求書ついて 

８ページの記入例を参考に記入してください。例年、振込先の記入の誤り

による振込エラーが発生しています。 

振込エラー防止のため、通帳の表面と１ページ目のコピーを併せて提出し

てください。 
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◆文化・芸術事業補助金 補助対象経費について 
補助金等の支出科目（補助対象経費） 

支出科目名 説         明 

賃 金 

・受付や駐車場整理従事者等への賃金（個人に対する支払いが対象） 

〔注意〕①警備会社やシルバー人材センター等への支払は「委託料」で計上 

②領収書の但し書きに「支払件名 金額×日数・時間」を記載 

    （例）受付業務 １,０００円×３時間 

   ③領収書には受領者の住所、氏名、印鑑（署名）が必要 

報償費 

・外部から招いた講師やゲスト、写生モデルへの謝礼金 

〔注意〕①領収書の但し書きに「支払件名 金額×日数・時間」を記載 

    （例）○○講演会講師謝礼 ５,０００円×２時間 

   ②領収書には受領者の住所、氏名、印鑑（署名）が必要 

   ③団体に支払う場合は、領収書に団体の住所、団体名、代表者名、印鑑が必要 

印鑑は、「代表者の私印」又は「○○会長の印」や「○○支部長の印」は可 

ただし、「○○会の印」や「○○支部の印」は不可 

旅費 

・講師、ゲストへの交通費や宿泊費等の旅費 

〔注意〕①領収書の但し書きに、目的、内容を示し、旅行の行程を記載 

     （例）○○講演会旅費  羽田空港～宮崎空港 

    ②領収書には受領者の住所、氏名、印鑑（署名）が必要 

消耗品費 

・補助対象事業に必要な消耗品の購入費、コピー代等 

〔注意〕①事業期間内（本番日まで）に購入したものが対象 

    ②必ず領収書をもらう（レシート不可） 

    ③領収書の宛名には必ず補助を受ける団体名を記載（会員の個人名は不可） 

    ④領収書に購入明細が記載されていない場合は、「購入品名 金額（単価×個数） 

を記載 

別途明細書（納品書・請求書）がある場合は、明細書の写しの添付でも可（た 

だし、レシートは不可） 

食糧費 

・事業（本番）当日の弁当代・ケータリング（飲料・菓子等）代のみ 

〔注意〕①弁当代の単価は、一人当たり 800 円以内が対象 

    ②領収書の但し書きには、「弁当代 ○月○日(納品日) 単価×個数」を記載 

印刷製本費 

・ポスター、チラシ、チケット等の印刷代、写真プリント代等 

〔注意〕①領収書には「支払内容 金額（単価×部数）」を記載 

     別途明細書（納品書・請求書）の写しの添付でも可（だたし、レシートは不可） 

    ②事業実績報告の際に、印刷物の現物又は写真等を添付 

通信運搬費 

・事業に必要なハガキ、切手代等 

〔注意〕領収書には「支払件名 単価×枚数」等を記載 

    別途明細書（納品書・請求書）の写しの添付でも可（だたし、レシートは不可） 

広告料 
・事業の宣伝等に要するラジオ、紙面広告料等 

〔注意〕領収書の但し書きには、「支払件名」を記載 

手数料 
・販売手数料、銀行振込手数料、クリーニング代等 

〔注意〕事業実績報告の際に、同一領収書で手数料分のみを分けて計上 

委託料 
・会社等に委託した音響照明、記録作成、衣装製作等の業務委託 

〔注意〕領収書の但し書きには「支払件名」を記載 

使用料及び賃借料 

・会場使用料、著作権料、衣装・楽器運搬用レンタカー代等 

〔注意〕倉庫の賃貸料は、補助対象事業で使用する物品の一時保管用に、会員外が所有す 

る倉庫等を借上げる場合のみ対象 

保険料 ・補助対象事業（イベントなど）に係る保険料 
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以下の支出は、補助対象にならないので注意してください。（補助対象外経費） 

支出科目名 説         明 

賃 金 ・会員への賃金支払 

報償費 

・会員が講師の場合の謝金支払 

・ゲストへのプレゼントや記念品 

・創立記念式典及び表彰式等に要する賞賜金 

旅費 ・会員への旅費支給 

消耗品費 

・事業（本番日）終了後に購入したもの 

・事業以外で長期間又は複数回にわたり使用可能なもの 

・ガソリンなどの燃料費 

食糧費 
・事業（本番）当日以外の弁当代・ケータリング（飲料・菓子等）代 

・飲食店利用（レストラン等）による費用 

通信運搬費 

・領収書の日付が、事業終了後（本番日以降）のもの 

・団体の運営費とみなされる経費 

・事業終了後のお礼状発送に要する切手、はがき代、電話料など 

広告料 ・補助申請団体の広告費 

委託料 ・会員に配布するために記録を複製するためにかかる費用 

使用料及び賃借料 
・団体の運営費とみなされる経費 

・団体事務所等の賃借料、維持費など 
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様式第１号（第３条関係） 

 

令和  年  月  日 

 

都城市長    宛て 

住 所  都城市姫城町６－２１ 

団体名  文化振興合唱団 

氏 名  代表  都城 姫一         

 

補 助 金 等 交 付 申 請 書 

 

 補助金等の交付を受けたいので、関係書類を添えて下記のとおり申請します。また、都城市暴

力団排除条例（平成23年条例第21号。以下「条例」という。）に規定する事項及び補助金等の交

付条件に関して、下記のとおり誓約及び同意します。 

 

記 

 

１ 交付を受けようとする補助事業等の名称     都城市文化芸術振興補助金 

２ 交付を受けようとする補助金等の額                      円 

３ 補助事業等の目的及び内容                 文化・芸術事業補助金 

４ 添付書類 

 (１) 事業実績書 

 (２) 収支決算書 

（３） 領収書の写し、事業実施に係る資料（プログラム、チラシ、写真等） 

 

暴力団排除及び補助金等の交付条件に関する誓約書及び同意書 

 

 (１) 申請者（個人及び法人等の役員等）は、条例第２条第２号に規定する暴力団員及び第３号

に規定する暴力団関係者に該当しないことを誓約します。 

 (２) 条例に基づき、市が暴力団を利することがないことを確認するため、市の求めに応じて個

人及び法人等の役員等に関する個人情報を提供し、その情報を市が警察機関へ照会することに

同意します。 

 (３) 誓約事項に虚偽があった場合、又は同意事項に反した場合は、この補助金等の交付に関し

て不利益を被ることとなっても一切異議は申し立てません。 

 (４) 都城市補助金等交付規則及び本補助事業等に関し、市の定めた交付条件を遵守します。 

 (５) 補助金等の交付条件又は都城市補助金等交付規則の規定に基づく補助金等の返還の請求を

受けたときは、速やかに返還することを誓約します。 

 

上記(１)から(５)までの事項について、確認の上、誓約及び同意します。 

            団体名   文化振興合唱団 

氏 名   代表  都城  姫一           

(法人等にあっては、その名称及び代表者の氏名)   

（法人等にあっては、その名称及び代表者の氏名） 

記入例 

団体名・役職・氏名を記入してください。 

署名を行う場合は、押印は不要です。 

※記入しないでください。 

※金額は記入しないでください。 

※団体名・役職・氏名を記

入してください。 

署名を行う場合は、押印は

不要です。 
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事業実績書 

団体名（ 文化振興合唱団 ） 

実 施 期 間 
令和８年７月１日 ～ 令和９年１月３１日 

（開催日：令和９年１月１５日） 

実施スケジュール 

月 

内 容 

３月 

 

４月  

５月  

６月  

７月 定期コンサート第１回会議（合唱曲選定） 

８月 
合唱曲練習 

チラシ・チケット作成会議 

９月 

合唱曲練習 

プログラム作成会議 

チラシ・チケット印刷依頼 

１０月 

合唱曲練習 

チラシ配布、プログラム印刷依頼 

団体ホームページへの定期コンサート情報掲載 

１１月 合唱曲練習 

１２月 

合唱曲練習 

会場との打合せ 

会場リハーサル 

１月 第 20 回定期コンサート（１月 15 日） 

２月  

 

実 施 場 所 都城市総合文化ホール（中ホール） 

 

※団体名を記入してください。 

※事業実施期間を記入してください。 

公演事業等については、開催日も記入

してください。 

 

※事業実施場所を記入してください。 

記入例 

※実施期間における

実施スケジュール 

内容を記入してくだ

さい。 
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収支決算書 
  （単位：円） 

収支決算内訳 団 体 名 文化振興合唱団 

収 
 

入 
 

の 
 

部 

科  目 決算額 内   訳 

入 場 料 収 入 ４５０，０００ 1,000 円×450 枚 

補 助 金 ・ 助 成 金 ２４７，０００ 
決算額については、団体の別会計より立替えており補助金交付

をもって、本決算とする。 

寄 付 金 ・ 協 賛 金 

・ 広 告 料 
３５，０００ 広告料 5,000 円×5件、寄付金 5,000 円×2件 

そ の 他 の 収 入 ０  

小   計 ７３２，０００  

自 己 負 担 金 ３４７，１６７  

合   計 １，０７９，１６７  

   
 

（単位：円） 

支 
 
 

出 
 
 

の 
 
 

部 

科   目 決算額 内   訳 

補 
 

助 
 

対 
 

象 
 

経 
 

費 

賃 金 ３０，０００ 受付 5,000 円×2名、会場整理 5,000 円×4名 

報 償 費 ２１０，０００ 
司会 10,000 円、指揮者 50,000 円、 

ピアニスト 50,000 円×3名 

旅 費 ０  

消 耗 品 費 ３５，５６７ コピー代、あて名シール代、封筒代 

食 糧 費 ６０，８００ 当日弁当代（お茶代含む）800 円×75 個 

印 刷 製 本 費 ２５０，０００ 
チラシ 10 円×4,000 枚、チケット 30 円×1,000 枚、 

プログラム 300 円×600 冊 

通 信 運 搬 費 １１，８００ 切手代、はがき代 

広 告 料 ０  

手 数 料 ３０，０００ ピアノ調律代 

委 託 料 １００，０００ 舞台照明委託 50,000 円、写真・ビデオ撮影委託 50,000 円 

使 用 料 及 び 

賃 借 料 
２７６，０００ ホール使用料、著作権使用料 

保 険 料 ７５，０００ スポーツ安全協会文化活動保険 

小   計 １，０７９，１６７  

補 助 対 象 外 経 費 
０  

(上記以外の経費) 

合   計 １，０７９，１６７  

 

記入例 
※団体名を記入してください。 
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　 都城市長　宛て 　 都城会計管理者　宛て

年 月 日 年 月 日

下記の金額を請求します。 下記の金額を領収しました。

1 2 3 4 5

 都城市使用欄

口
座
名
義

(ﾌﾘｶﾞﾅ) 　　　　　　　　　　　　ブンカシンコウガッショウダン

　　　　　　　　文化振興合唱団

ただし、 都城市文化芸術振興補助金（文化・芸術事業補助金） として

支
払
方
法

1 現金

２ 振込

振
込
先

銀　行　名 支　店　名 ( 　普通 　・ 　当座　 )

○○銀行 ○○支店
  口座番号※左詰めで記載

万 千 百 拾 円拾万

押印省略した
場合のみ必須

発行責任者
（フルネーム）

○○　○○ 連絡先　℡

請　求　金　額
億 千万 百万

 原則、固定電話番号を記入
       0986-12-3456

担 当 者
（フルネーム）

発行責任者と同一人である
場合は、「同上」も可 連絡先　℡

 上記連絡先と同一である
 場合は、「同上」も可

住　所 　都城市姫城町6番地21 住　所

氏　名
　文化振興合唱団
　代表　都城　姫一

氏　名

請　   求   　書 領　   収   　書

令和 令和

請求が個人の場

合は、連絡先のみ

記入してください。

※金額は記入しないでください。

※記入しないでください。

※住所、団体名、役職、氏名を記入してください。

※記入しないでください。

※〇で囲んでください。

※振込先、口座名義を記入してください。 口座番号が「００１２３４５」の場合

【記入例】
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